




































and three  folktales、請求記号が 088// イ 2//A45 <B.700> といったタイトルの付いた手
書きメモ帳のことを指している。このメモ帳の中には未発表・既発表を問わず、古謡が
22 首、民話が 3 件で、宮古口承文学の項目が合わせて 25 件載っている。
Tanimiga aːgu はその間の 21 番の項目である。タイプライターで書き起こされた、16
行からなるローマ字文である。このローマ字文はネフスキー独特の音声表記で表記されて




























3  原文の掲載先は『琉球余滴』第四二号、1969 であった（加藤 2011：136）。
168 『南島文化』第 42 号
に打たれたり。（同、139）
「イスンミノアカヲギー」は Tanimiga aːgu の歌い出し文句 Isɨmminuju akaugiːnu niː 
urjaː と一致しており、明らかに同じ歌謡のことを指している。
ネフスキーの宮古諸島来島の日程に関する知識に基づけば、以上の場面はネフスキーの
1922 年の伊良部島来島の 1 日目を指していることから（加藤 2011：134 − 142、Jarosz　































































juː nauri 「世は実れ」「世は豊富になれ」  行 2、行 5






拠は現在のところない。稲村 1972［1957］：304 − 306 によると、これは人頭税に苦しまれていた機織
り女達が慰めに作業中に歌っていた曲なので、むしろ男性の出番がなかったのだろう。




















イ．グレイブ・アクセント　̀　記号の使用。これは狭母音 i と u に付加され、「原型的
な i と u」より少し広めの発音を指示すると思われる（Jarosz 2015：53 参照）。
　例：nìː「根」、sùra　「枝」、jùsù　「他」
　すなわち i を [ɪ]、u を [ʊ] のように発音する指示であろう。特に u の場合は　̀　を
付けた表記が多く、これは伊良部諸方言の特徴的な「広めの u」6 を正確に反映してい
5  ここでこの ɕuːganasɨ という呼称の現れていることは意外なため、これをカッコの中に入れて記すこと
にした。歌詞中に交互に出場する ɕuːganasɨ と Tanimiga という呼称は当然ながら物語の中の聞き手・
受け手を示しており、「Tanimiga」の場合は話し手が調部、「ɕuːganasɨ」の場合は話し手がタニミガと
いう明確な使い分けになっている。それにもかかわらず、該当の行 8 とそれに続く行 9 は明らかに調
部のセリフなのに、ここだけは予測外れの「ɕuːganasɨ」が出ている。これは大しては深い意味でもない、
単なるネフスキーの書き写しの間違い、もしくはもともと行 8 と行 9 の間にあったタニミガのセリフ
の漏れという可能性も十分ある。とにかく、不明な一か所として、この「ɕuːganasɨ」を第 5 節の訳か
ら省くことにする。





ロ．無声破裂音 k に続き上付きの h が追加された箇所。これは有気（aspirated）発音
を表す。
　例： ː 「ガジュマル」　 「大きい」
ハ．連結記号  の使用。これは二重母音や破擦音 ts のところで利用されており、前者
の場合は該当音声が 1 音節であることを示し、後者の場合は該当音声が子音の連続で
はなく単独の子音であることを知らせている。









いた。沖縄本島の uhujakumui 親雲上、別名 peːtɕin に相当していた。
ハ．  nusubi 漢字表記不明
この単語の語義は未だに確定していないが、ukuːja の対句となっていることから、
ukuːja の別名だろうと推測できる。一方、平良 2016 のバージョンでは nusubi に対
応している表現は jagumi（原文　やぐみ）「貴い、高貴、恐れ多い」ということから、
nusubi も jagumi と同じような意味の修飾語であることも否定できない。両方の仮
説をくみ取り、第 5 節では仮に nusubi − ɕuː を「偉い方」と訳す。
最後に、役人に対する敬称は ssabinu ɕuː のように、その役職名に接続させた ɕuː「主」
もしくは− nu ɕuː「の主」から形成されている。役職を特定しない、一般的な敬称は
ɕuːganasɨ「主迦那志」である。ネフスキー 2005 によれば、ganasɨ 自体は琉球国王、月や
太陽に対する敬意を表現する呼称である。
５．標準語訳
原文の行分け（第 3 節参照）を元にし、Tanimiga aːgu の内容を以下の通り大きく 3 部
に分ける。第 1 部は女性の旦那への忠誠を例の石嶺のガジュマルに喩える比喩である。　
第 2 部は貢布検査の際のタニミガと調部の初対面である。第 3 部は調部が沖縄本島から再
び戻り、要求し直す場面である。
それぞれの行をセリフの形に整理し、第 1 部を除きタニミガか調部か、話し手をセリフ
172 『南島文化』第 42 号
の冒頭に明記する。第 1 部は語り手が物語の登場人物でなく外の「叙述者」であると思わ
れる（第 6 節参照）。

























7  韻律を保つための役割であれば、一部の行にしかない、予測できない− tsa の不規則的な出場も納得
できる。
8  原文の sura は正確に「梢」や「頂点」（ネフスキー 2005）を指しているが、イメージの分かりやすさ
を考慮し、「枝」という訳にした。ネフスキー自身も同じ訳し方をしている記録もある（ネフスキー






































































の現地調査の際に、伊良部タウガニをいくつか採集した。その間の taugani I の 3a とい
9  人頭税の下での先島諸島の農民、特に女性の苦しみ、そしてその歌謡との相互関係について言及する










（ネフスキー 1998：270 － 272）
これは 1922 年 8 月 6 日、つまり『タニミガアーグ』と同じ日に、伊良部長浜出身のカ
チヌパナ（漢字表記垣花）という男性から聞き取れた一首である。さらに、同じネフスキー
1998：288 には、taugani XXII として真境名安興が記録したという伊良部仲地の一首が載っ























176 『南島文化』第 42 号
が分かる。古くから伝えられてきた『石嶺のあこうぎ』の変種とは言え、既発表の稲村版や
平良版とは異なるセリフ、言葉遣い、場面のニュアンスが刻まれており、おかげで勇敢な
娘・タニミガ物語を様々な角度から知り得る、そしてその全体図をより完全に把握できる。
バージョンを問わずタニミガ物語を語る全ての作品が共通にしているのは、その大胆で
楽観的なものの見方である。結局主人公は強引な関係を持たされずに済み、彼女の機転と
勇気が報われる。生きている悲しみや辛さにあふれている普段の宮古や八重山の古謡（岡
本 2002 などを参照）と対照的なメッセージで、特殊である。
一方、『タニミガアーグ』にはネフスキーが採集した資料だからこそ価値がある側面も
ある。まず、音声表記がされているために、宮古・伊良部語の独特な発音が細かいところ
まで正確かつ明確に記されている。それから、『タニミガアーグ』が稲村版や平良版より
数十年前に採集されただけに、1922 年という記録の古さ自体も貴重である。さらに、そ
れらの情報が直接追加されていないとしても、この歌謡の採集は外来者による現地調査の
結果であるということもあり、第 2 節でわかるように、既存の文献を検索すれば採集日、
調査の場面、歌い手の身元などの重要な情報も確定できる。
100 年近く眠っていた『タニミガアーグ』が本稿をもってようやく宮古歌謡の研究の一
環となることを筆者は奥底から望んでいる。
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